
４月になり各地で入学式・始業式が行なわれ、元気に登校す

る学生の姿を見かけるようになりました。今回は、男子中学生

の子どもを持つ母親を対象に通学方法について調査しまし

た。

通学手段で最も多いのは「徒歩」の７９．６％で、約８割の中学生が歩いて学校へ通っています。次に多いのが「自転車」の２１．

４％で、「電車」「バス」といった公共機関を利用する中学生は１割に満たない結果でした。

通学方法Q

調査対象 : 全国の男子中学生の子どもを持つ
母親３０９人

調査方法 : インターネットリサーチ
実施時期 : ２０１０年２月

調  査  概  要
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Vol.51 通学方法に関する調査

【図１】学校までの通学手段（複数回答）

通学に要する時間（片道）を通学手段別で見ると、「電車」が平均３６．３分であるのに対し、「徒歩」「自転車」「バス」では平均１５

分前後になりました。

通学時間Q

【図２】通学に要する時間（複数回答）
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まとめ
日本には豊かな四季があり、地域によって気候は大きく異なります。総務省統計局の『統計でみる都道府県のすがた２０１０』

によると、２００７年の年間平均気温では、北海道が９．４℃、沖縄が２３．５℃と同じ日本でも１４℃も気温に違いがあり、降

水日数も石川県で年間１６０日に対し、山梨県・岡山県・徳島県では年間８５日と異なります。

今回の調査対象となった中学生の大半は徒歩や自転車で登校しており、通学時間も異なります。学び環境に最適な制服はどの

ようなものか、通学条件や地域環境に合った制服が求められています。

通学制服としては、「徒歩」「自転車」通学が多いことから、雨や雪などの対策として、撥水機能が付いている制服や濡れたときに

乾きが早い制服が要望されています。また、季節の気温の変化に対応したものや、室内と室外の気温差に対応出来るもの、シワ

になりにくい制服が欲しいという声もあります。

・雨に濡れたりすることも多いので、さらに乾くのが早くなれば良い（40 代　福島県）

・雨の日など、撥水がしっかりしていると良い（40 代　山口県）

・雨や雪など汚れに強い機能が欲しい（30 代　秋田県）

・冬場は雪が降って寒い地域なので、もっと軽くて暖かい制服だと良い（40 代　福井県）

・ズボンが冬・夏と分かれていないので、冬暖かく・夏涼しくという素材があると嬉しい（40 代　岩手県）

・真冬用の厚手のものと、春秋用の薄手のものがあると良い（40 代　愛知県）

・外と電車との温度の差に対応できるものだと良い（40 代　東京都）

・帰りはほとんど体育着なので、バックに入れて帰ってくるので、たたんでもかさばらず、シワになりにくい

ものが良い（40 代　群馬県）

通学制服への要望Q

【表１】通学制服への要望（自由回答）

kanko ホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://ozaki.jp/homeroom/
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